
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

福岡県では毎年７月を「同和問題啓発強調月間」とし、同和問題（部落差別）の解決を自分自
身の課題としてとらえ、県民一人ひとりの人権意識の高揚を図るため、八女市をはじめ県内の各自
治体でさまざまな取り組みが行われています。 
同和問題とは、特定の地域の出身であることなどを理由に、結婚や就職などにおいて不当な扱

いや差別的言動を受けるという、日本固有の人権問題です。国民全体で解決すべき問題として、多
様な対策が行われ、一定の成果が上がってはいますが、差別的な事象は今なお後を絶ちません。近
年では、インターネットの掲示板や SNS などで差別を助長する悪
質な書き込みが行われるなど、情報化の進展に伴って差別に関す
る状況の変化が生じています。 このような状況を踏まえ、平成２８
年１２月、「部落差別の解消の推進に関する法律」が施行されまし
た。この法律を受けて、福岡県では平成３１年３月、「部落差別の解
消の推進に関する条例」が制定されました。 
こうした問題の根底には、「人を決めつける心」や「違いを認めな

い意識」があることを忘れてはなりません。本校では、義務教育学
校として９年間の学びのつながりを生かしながら、人権学習に取り
組んでいます。相手の立場や思いを理解し、自分と他者の幸せをと
もに大切にできる児童生徒の育成を目指しています。 
７月１０日(金)の授業参観では、全学年で人権学習を公開いた

します。ぜひご参観いただき、ご家庭でも人権について語り合う機
会としていただければ幸いです。一人ひとりの違いを認め合い、支
え合いながら、「他者とつながり、挑戦を積み重ねる」上陽北汭学
園の子供たちを育んでまいります。 

６月５日（金）に、新体力テスト８種目を学年や発達段階に応じて実施する
「北汭オリンピック」を行いました。子供たちは、50ｍ走や上体起こし、反復横
跳び、長座体前屈など、それぞれの種目に真剣に取り組み、自分の記録に挑
戦する姿を見せてくれました。競い合うだけでなく、「前回より少しでもよい記
録を出そう」「最後まであきらめずに頑張ろう」という気持ちで取り組むことが
できたことが大きな成果です。また、友達の挑戦を応援したり、励まし合ったり
する姿も多く見られました。記録の向上だけでなく、仲間とのつながりを感じな
がら活動することで、本校の重点目標である「他者とつながり、挑戦を積み重
ねる子供」の姿が随所に見られた「北汭オリンピック」となりました。これから
も運動や外遊びに親しみ、自分の体力づくりに主体的に取り組む子供たちの
成長を期待しています。 
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令和８年度重点目標「他者とつながり、挑戦を積み重ねる子供の育成」 

自分の記録に挑戦しました！！ ～「北汭オリンピック」開催～ 

７月は福岡県「同和問題啓発強調月間」です。 



 

７年生交流活動の様子 ８年生交流活動の様子 ９年生交流活動の様子 朝の全体会の様子 

６月１９日（金）に、筑後特別支援学校との直接交流を行いました。この交流活動は、「互いのよさ
や違いを尊重し、共に成長できる豊かな心を育てる」という趣旨のもと、旧横山中学校の時代から
実施している長い歴史があるものです。本年度も年間２回の直接交流を予定しています。 
第１回目の交流では、本校の後期課程生徒（７～９年生）が筑後特別支援学校を訪問し、レクリ

エーションや共同活動などを通して交流を深めました。交流活動の目的は、単に一緒に活動するこ
とだけではありません。互いの違いや個性を理解し、相手の気持ちを考えながら関わることで、多様
な人々と共に支え合いながら生きていく力を育むことに大きな意義があります。 
実際の交流では、初めは緊張していた子供たちも、活動を重ねる中で自然と笑顔になり、言葉だ

けでなく表情や動作を通して心を通わせる姿が見られます。そのような経験は、相手を思いやる心
やコミュニケーションの大切さを実感する貴重な学びとなっています。 
本校が大切にしている「つながり」の視点からも、この交流活動は大変重要な教育活動です。こ

れからも、一人ひとりの違いを認め合い、誰もが安心して生活できる共生社会の実現に向けて、学
びを深めていきたいと考えています。 
今後も、子供たちが多様な人々との出会いを通して視野を広げ、 豊かな人間性を育んでいける

よう取り組んでまいります。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

本校がある上陽町は、清流星野川に恵まれた自然豊かな地域であり、毎
年多くの観光客が川遊びを楽しむ姿が見られます。地域の誇りでもある美し
い川ですが、その一方で、川には目に見えない危険が潜んでいます。近年、
全国各地で水難事故が発生しており、上陽町においても尊い命が失われる
痛ましい事故が起きています。つい最近も、久留米市の高校生が亡くなる大変悲しい水難事故が発
生しました。 
川は、一見穏やかに見えても、急に深くなる場所や流れの速い場所、水中の岩などがあり、予測

できない危険が数多く存在します。また、上流の天候等によって短時間で水量が急激に増えること
もあり、経験の有無にかかわらず大きな事故につながる恐れがあります。 
八女市立学校では、児童生徒の安全確保を最優先に考え、川での遊泳を全面的に禁止していま

す。これから暑さが増し、川遊びへの誘惑も高まる時期となりますが、「少しくらいなら大丈夫」という
気持ちが重大な事故につながることがあります。 
ご家庭におかれましても、今一度、お子様と「川には絶対に入らないこと」「危険な場所には近づ

かないこと」について話し合っていただき、命を守る行動についてご指導くださいますようお願いい
たします。かけがえのない命は、一つしかありません。自分の命を守る行動を最優先にして、この夏を
安全に過ごしてほしいと願っています。 
また、万が一、友だちが溺れた際は、絶対に自分たちだけで助けようと飛び込まず、大声を出す、

近くの大人の助けを呼ぶ、１１９番通報するなどの行動をとり、二次的な水難事故が発生しないよう
に十分注意してください。 

「つながり」の輪を広げる学び ～筑後特別支援学校との交流を通して～ 

命を守る行動を最優先に！！ ～川での遊泳は禁止です～ 


